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１５．窓シャッターの室内面への雨水付着                                      

 

雨が降ったあと、雨水はシャッターの外側に当たっているのに、窓シャッターを開閉すると

室内面にも雨水が付いていることがあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜シャッター室内面への雨水付着の仕組み＞ 

雨水がシャッターの外側に当たっているのに、シャッターの室内面に雨水が付着する

仕組みは次のとおりです。 

① シャッターを閉めた状態で雨が降ると、シャッターの屋外面に雨水が付着します 

② 降雨後、シャッターを開けると、巻き上げられていくシャッターの内外面が接して

水滴がシャッター室内面にも付着します 

③ シャッターを再度閉めると、室内面に付着した水滴が室内側に落ちてきます 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このような現象は、窓シャッターの構造上避けられない現象で、製品の不具合ではあり

ません。 

 

＜手動シャッター開閉時のご注意＞ 

雨水の付着量が多い場合、開閉スピードが速いと、室内へ水滴が飛散し操作する人が濡

れるおそれがあります。ゆっくりと開閉してください。 

シャッター 

① 閉めた状態 

（降雨時） 

② 開けた状態 

（降雨後） 

③ 再度閉めた状態 

（降雨後） 


